
～～～～～～～～～～～～～～～

第１ 市政一般に対する質問

○稲 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

順次発言を許します。

初めに、森谷議員。

〔森谷議員質問席へ〕

○森 谷議 員 お はよ う ござい ます 。新 ファミ リア の森谷 でご ざい

ます 。１ ２月議 会か ら 新ファ ミリ アと いう名 前で スター トい たし

まし た。 社会、 そし て 国の基 本単 位は 家庭で ある という 一つ の信

念の 下で 、家庭 政策 を 今後、 論じ てい きたい と思 ってお りま す。

国の ほう も今、 こど も 家庭庁 が出 発し ました ので 、本当 に家 庭と

いうものが大きなキーワードであるかと思っております。

今 日、 大要２ 点質 問 させて いた だき ます。 過去 何度か 言い まし

たけ れど も、教 育は 、 知育、 体育 、徳 育、そ して 食育の ４つ であ

ると 考え ており まし て 、食育 につ いて は過去 ２回 質問さ せて いた

だい てお ります 。日 本 では、 医食 同源 という 言葉 が伝え られ てお

りま すよ うに、 医療 、 いわゆ る健 康と 食、あ るい は医療 、食 、農

業、 農で すね、 これ を 一体と 捉え る考 え方が 日本 には受 け継 がれ

てきていると思います。

２ 月２ ８日の 信風 の 安達議 員の 代表 質問で 、鬱 、脳障 がい の子

ども たち がここ ５年 間 で 1.２ 倍 に 増 加 し て い る と 報 告 さ れ て お り

まし た。 その数 字が 示 すよう に、 現代 の医学 や医 療技術 は急 速に

進歩 した にもか かわ ら ず、一 方で 病や 病人は 増え 続けて おり ます。

そう いう 現状で ござ い ます。 そう いう 意味で 、ま ず最初 に、 鬱病



など 、精 神疾患 の病 気 が増え てい るこ の傾向 に対 して質 問し てい

きたいと思っております。

精 神障 がいに つい て の質問 でご ざい ます。 まず 、精神 病院 の病

床数 と入 院日数 につ い てお伺 いい たし ます。 メン タルヘ ルス 上の

問題 で、 多くの 業界 で 長期欠 勤理 由の 第１位 か第 ２位が この 精神

疾患 、鬱 病など であ る と言わ れて おり ます。 また 、これ は企 業や

他の 組織 にとっ ても 、 この鬱 病等 は社 員や職 員の 健康管 理上 の重

要な 課題 である と考 え ており ます 。令 和２年 度鳥 取県人 口動 態統

計に より ますと 、４ ０ 歳以上 の死 因第 １位は 全て がんで す。 とこ

ろが 、２ ０代か ら３ ９ 歳の死 因１ 位を 自死と いう ふうに 出て おり

ます 。そ して、 ４０ 歳 から６ ４歳 の死 因の２ 位も 自死と あり ます。

本市における自死の実態とその原因は何かをお伺いいたします。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市に おき ます 自死の 実態 と原因 につ いて

でご ざい ますが 、本 市 におき まし て、 令和２ 年に 自死で 亡く なら

れた 方は ２０歳 から ３ ９歳で ６人 、４ ０歳か ら６ ４歳で ９人 、６

５歳 以上 で３人 とな っ ており ます 。令 和元年 と比 べまし て減 少傾

向と なっ ており ます 。 令和２ 年に 自死 で亡く なら れた方 のう ち、

原因 が判 明して いる も のにお きま して は、家 庭問 題が５ 件、 健康

問題が２件、勤務問題が２件となっております。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 令 和２ 年 度の数 字は 細か く述べ てい ただき まし たけ

ど、 その 前より は下 が ってい ると いう 報告で ござ いまし た。 しか

し、 令和 ２年度 、合 計 いたし ます と１ ８人で すね 。それ で、 家庭

問題 が５ 件とい うこ と 、あと 健康 問題 が２件 とい うこと でご ざい



まし た。 また、 私が い ろいろ とこ の鬱 病に関 する ちょっ とい ろん

な本 とい います か、 読 んでみ たら 、結 構、本 当鬱 病から 自死 に至

るケ ース がかな り多 い んだと いう こと も分か りま した。 そう いう

意味 で、 本当に 自死 と いうの は、 御本 人にと って も不幸 です けど

も、 それ を抱え る、 関 わる家 族の 方か ら見て も、 これは 大き な精

神的なショックを与える大きな問題だと思っております。

世 界の 中での 日本 の 精神科 医院 、病 院の数 です ね、こ れは 人口

１０ ０万 人当た りの 数 なんで すけ ど、 日本が 世界 一だと いう 数字

も出ております。

そ こで 、本市 にお け るこの 精神 科医 院の数 を伺 いたい と思 いま

す。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市に おき ます 精神科 があ る医療 機関 の数

につ いて でござ いま す 。令和 ６年 ２月 現在、 １２ か所と なっ てお

ります。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 そ こで 、 じゃあ 、本 市の 精神科 病床 数です ね、 これ

について、人口 1,０００人当たりの病床数をお伺いいたします。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市の 精神 科病 床数の 合計 と人口 1,０ ０ ０

人 当 た り の 数 に つ い て で ご ざ いま す。 本市に おけ る精神 科の 病床

数は 、鳥 取県が 公表 し ており ます デー タによ りま すと、 令和 ５年

７月 １日 時点で ５４ ０ 床とな って おり まして 、人 口 1,０ ０ ０ 人 当

たりでは 3.７２床でございます。

○稲田議長 森谷議員。



○森 谷議 員 そ の問 題 に関係 して 、日 本以外 の先 進国は 、特 に１

９６ ０年 代から 精神 科 病床を どん どん 減らし てい るのが 現状 でご

ざい ます 。しか し、 日 本だけ は結 構高 水準を 維持 してる とい うこ

とが 言わ れてお りま す 。世界 は、 精神 障がい のあ る方の 脱入 院化

が進 む中 で、日 本で は 、入院 によ る治 療から 大き く変わ って いな

いと感じております。

そ こで 、本市 にお け る平均 在院 日数 と退院 に向 けた取 組を お伺

いいたします。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市に おけ ます 精神科 に入 院され てい る方

の平 均在 院日数 と退 院 に向け た取 組に ついて でご ざいま すが 、精

神科 に入 院され てい る 方の平 均在 院日 数は、 本市 のみの デー タは

把 握 は で き て お り ま せ ん の で 、 厚 生 労 働 省 の 令 和 ４ 年 医 療 施 設

（動 態） 調査・ 病院 報 告によ りま すと 、鳥取 県全 体の数 値と いた

しまして、令和４年度が２３ 9.７日となっております。

退 院 に 向 け た 取 組 に ついて でご ざい ますが 、本 市の障 がい 者基

幹相 談支 援セン ター の 精神保 健福 祉士 や保健 師が 鳥取県 や各 医療

機関 、相 談支援 事業 所 などの 関係 機関 と連携 をし ており まし て、

退院 の可 能性が ある 方 への訪 問や 面談 を継続 的に 行いま すと とも

に、 地域 での生 活体 験 を行い なが ら、 退院に 向け た支援 と退 院後

についても生活支援を行っているところでございます。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 令 和４ 年 度が２ ３ 9.７ と い う こ と は 、 約 ８ か 月 と い

う、本当に長い期間かなと感じます。

次 に、 精神障 がい が 理由で 休職 され る、職 場の 実情に つい てち



ょっ とお 伺いい たし ま すけれ ども 、ま ず、２ ０２ ２年度 の全 国の

教員 の精 神疾患 休職 、 最多で 公立 校 6,５ ３ ９ 人 、 こ れ 日 本 海 新 聞

の 報 道 な ん で す けど も 、精神 疾患 で１ か月以 上の 病院に 入院 され

た方 が１ 万 2,１ ９ ２ 人 、 学 校 別 に よ り ま す と 、 小 学校が 3,２ ０ ２

人 、 中 学 校 で 1,５ ７ ６ 人 、 高 校 が ８ ４ ９ 人 、 特 別 支 援学 校が ８７

２人という、こういった記事が載っておりました。

そ こで 、お伺 いい た します 。本 市に おける 精神 疾患の 子ど もた

ちの人数の推移をお伺いいたします。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市に おき ます 精神障 害者 保健福 祉手 帳を

所持 する 子ども の人 数 につい てお 答え をさせ てい ただき ます 。精

神障 害者 保健福 祉手 帳 の交付 を受 けて いる人 のう ち、１ ７歳 以下

の児 童の 数は、 平成 ３ ０年度 から 令和 ２年度 につ きまし ては ３７

名、 令和 ３年度 が４ ６ 名、令 和４ 年度 が４３ 名と なって おり ます。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 次に、 この 市役所 、こ こに

勤務 され てる正 職員 に おける 休職 者数 とその 精神 的な理 由で 休職

されてる方の人数をお伺いしたいと思います。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 ま ず は、正 職員 の休 職者数 とい うこと でご ざい

ます けれ ども、 休職 者 数につ きま して は、過 去３ 年間に おい て、

令和 ４年 度が３ ５人 、 令和３ 年度 が２ ３人、 令和 ２年度 が１ ８人

とな って おりま す。 そ のうち 、メ ンタ ル、心 因的 な理由 での 休職

者数 とい うこと でご ざ います けれ ども 、令和 ４年 度が２ ７人 、令

和３年度が２０人、令和２年度が１７人でございます。



○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 先 ほど の 総務部 長の 報告 により ます と、令 和２ 年度

が１ ８人 、令和 ３年 度 が２３ 人、 令和 ４年度 が３ ５人と 、休 職者

が増 えて いると いう 数 字を表 して ます 。そし て、 その中 でも メン

タル 、精 神的な 理由 と いうこ とで 、令 和２年 度が １７人 、そ れか

ら令 和３ 年度が ２０ 人 、令和 ４年 度が ２７人 とい うこと で、 休職

され る職 員の中 で精 神 的、メ ンタ ルの 、これ が理 由とい いま すか、

要因 とし て休職 され て る割合 が多 いな という こと を改め て感 じさ

せら れま す。そ れぐ ら い本当 に、 私も こうい う議 員とし て、 こう

いう 行政 の方と 関わ る ことに なっ てみ て、本 当に ずっと 連日 、代

表質 問に 対して 、部 長 様が答 弁さ れて おる内 容を 見ても 、幅 広い

お仕 事さ れてる とい う 面で本 当に 敬服 する限 りな んです けど も、

昨日 の岡 田議員 の質 問 じゃあ りま せん けど、 働き 方改革 とい う面

でも 、こ の辺り を何 か 、原因 を検 討す る価値 があ るかな とい うふ

うには感じております。

次 に、 精神疾 患に よ る市職 員の 要因 につい てお 伺いい たし ます。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 心 因 的な理 由で 疾患 となる その 要因と いう こと

でご ざい ますけ れど も 、休職 とな る職 員の要 因に つきま して は、

所属 長と の面談 です と か、健 康相 談な ど、様 々な 場面で の聞 き取

りな どを 通じて 把握 に 努めて いる とこ ろでご ざい ますが 、突 発的

な業 務な どによ る業 務 量の増 加で すと か、家 庭の 事情を はじ めと

しま して 、その 要因 は 個別の ケー スご とに様 々で あるも のと いう

ふうに認識をしております。

○稲田議長 森谷議員。



○森 谷議 員 そ れで は 、精神 疾患 に対 しての 市と しての 対策 、対

応をお伺いいたします。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 対 策 、対応 につ いて という こと でござ いま すけ

れど も、 日頃か ら管 理 監督職 員が 職員 一人一 人に 目を配 り、 声か

けを する など、 職員 同 士のコ ミュ ニケ ーショ ンを しっか りと 図り

なが ら、 職場に おい て 相談し やす い雰 囲気づ くり に努め てい ると

ころ でご ざいま す。 そ の中で 、不 調を 感じる 職員 がいれ ば、 その

都度 相談 に応じ たり 、 あるい は医 療機 関の受 診を 進めた り、 職員

課の 健康 相談担 当や 産 業医へ の相 談に つなげ るな どの早 期の 気づ

き、 早期 の対応 に努 め ている とこ ろで ござい ます 。また 、毎 年度、

スト レス チェッ クと 職 場環境 アン ケー ト、こ うい ったも のを 実施

して おり まして 、集 団 として の傾 向や 結果を 所属 ごとに フィ ード

バッ クし まして 、そ の 結果を 基に 職場 改善計 画を 立て、 改善 をす

るな どの 働きや すい 職 場づく りに 努め ている とこ ろでご ざい ます。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 そ れで は 、この 精神 疾患 の治療 に対 する支 援に つい

て、どのようなものがあるかお伺いいたします。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 精神疾 患の 治療 に対す る支 援につ いて のお

尋ね でご ざいま すが 、 精神疾 患を 理由 として 、医 療機関 へ継 続的

に通 院し 、医療 を受 け ている 方に つい ては、 医療 費の負 担を 軽減

する ため の国の 制度 と いたし まし て、 医療費 の自 己負担 額が 原則

とし て１ 割にな る自 立 支援医 療の 精神 通院医 療の 制度が ござ いま

す。



○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 分 かり ま した。 私は 「家 族力が うつ から救 う！ 」と

いう 本に たまた ま出 会 ったん です ね。 そうい った 意味で 、本 当に

こう いっ た鬱病 も含 め て、精 神疾 患と いうの は一 番家庭 のサ ポー

ト、 対応 、これ が大 き な解決 する 一つ の要因 、ポ イント かな とい

うことを感じております。

そ して 、先ほ どの 様 々な答 弁を 聞か せてい ただ きまし たけ れど

も、 子ど もたち も、 ま た大人 社会 も、 共に心 身の 健康の ため には、

まさ に現 代社会 はメ ン タルヘ ルス 、メ ンタル ケア が大き な課 題か

と考えております。

そ こで 、次に 、食 習 慣につ いて お伺 いいた しま す。米 子市 健康

増進 計画 の報告 書を 見 まして 、食 に関 するデ ータ がたく さん 記載

され てお ります 。基 本 理念と して 、共 に支え 合い 、健や かに 暮ら

せる まち 、健康 寿命 の 延伸を 目指 して とうた って ありま す。 フレ

イル 事業 に対し て、 本 市が力 を入 れ、 推進さ れて いるこ とは 評価

して おり ます。 ２月 ２ ４日に は、 米子 市文化 ホー ルにお いて 、宮

川大 助・ 花子さ んの 講 演を含 めた イベ ントが あり 、大盛 況だ った

というふうに報道で知っております。

フ レイ ル事業 は、 い かに健 康寿 命を 延ばす かが 目的で ある と思

いま すが 、この 本市 に おける 健康 寿命 の延伸 につ いて、 状況 をお

伺いいたします。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 健康寿 命延 伸の 取組に つい てのお 尋ね でご

ざい ます が、令 和５ 年 度にお きま して は、ヘ ルス リテラ シー 普及

のた めの 啓発動 画の 配 信や、 ９月 の健 康増進 月間 に実施 しま した



キャ ンペ ーンで の啓 発 、各公 民館 での 健康相 談や 調理実 習等 、生

活習 慣病 予防の 意識 を 高める ため の取 組を行 った ところ でご ざい

ます 。ま た、が ん検 診 におき まし ては 、対象 者全 員への 受診 券の

送付 や、 近年の 未受 診 者に対 しま して 、国の 推奨 する個 別勧 奨は

がき を送 付する など 、 疾病の 早期 発見 、早期 治療 に向け て受 診勧

奨を 行っ ており ます 。 加えま して 、６ ５歳以 上の 方のフ レイ ル対

策と いた しまし ては 、 フレイ ル度 チェ ックの 一斉 実施、 フレ イル

予防 アプ リの開 発、 フ レイル 予防 教室 及び運 動教 室の拡 充な ど、

健康 寿命 の延伸 への き っかけ づく りと なる取 組を 行った とこ ろで

ございます。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 こ れは 、 ２月２ ３日 の日 本海新 聞に フレイ ル予 防で

健康 寿命 アップ とい う タイト ルの 記事 が載っ てお りまし た。 そこ

で、 鳥取 県の健 康寿 命 が大ピ ンチ とい うタイ トル も書い てあ りま

した 。そ の中に 、県 健 康政策 課は 、高 齢者だ けの 問題と 捉え ず、

若い 世代 を含め て、 予 防を意 識し ても らいた いと 呼びか けて いま

す。 すな わち、 若い 世 代にも もっ と関 心を持 って もらえ るよ うな

企画 と政 策が必 要だ と 思いま す。 成人 病も含 めた 予防医 学、 子ど

もへ の食 習慣の 指導 な ど、も っと 力を 注いで いた だきた いと 要望

いたします。

米 子市 健康増 進計 画 の中で 、食 生活 におけ る現 状と課 題の 中で、

若い 世代 でバラ ンス の 取れた 食事 をす る人が 少な い傾向 にあ る。

親の 欠食 が子ど もの 食 習慣に 影響 を与 えると も述 べられ てお りま

す。 私が 最初に 言い ま したよ うに 、日 本では 、医 食同源 とい う言

葉が 伝え られて いま す ように 、医 療、 健康と 食、 これは 医療 と食



と農 、農 業です ね、 を 一体に 考え る考 え方を また 、そう いう 視点

で見ていかなきゃいけないなということを思っております。

そ こで 、本市 にお け るこの 現状 に対 して、 食生 活をど うし てほ

しい、どう改善するかをお伺いいたします。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 食生活 の改 善に ついて のお 尋ねで ござ いま

すが 、広 報やホ ーム ペ ージ、 各種 事業 等を活 用い たしま して 、健

康的 な食 生活の 重要 性 につい て啓 発す るとと もに 、簡単 でバ ラン

スの よい レシピ を紹 介 するな ど、 様々 なライ フス タイル に対 応し

た支 援に 取り組 んで い きたい と考 えて おりま す。 また、 望ま しい

食習 慣の 形成に は、 子 どもの 頃か らの 積み重 ねが 重要で ある こと

から 、家 庭、保 育施 設 、学校 等と 連携 しなが ら、 子ども たち の健

全な 食生 活の基 礎づ く りや豊 かな 食の 体験に 取り 組む必 要が ある

と考えております。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 そうい うこ の食習 慣と いう

のが 本当 に食の 基本 で すね、 食習 慣、 これも 家族 、家庭 での 食習

慣、 正し い食習 慣を ど う身に つけ るか という のは 本当に スタ ート

の家 庭環 境、家 族の 教 育だと いう ふう に思い ます 。した がっ て、

鬱の 対症 療法と いい ま すか、 それ も家 族のサ ポー ト、こ れが 重要

です し、 正しい 食習 慣 を基本 的に 身に つける 、こ のこと も家 庭が

ベースだというふうに感じております。

続 きま して、 大要 ２ 点目に 入ら せて いただ きま す。み どり の食

料システム戦略についてでございます。

ま ず、 社会的 共通 資 本につ いて 、こ れは米 子市 の生ま れで 、偉



大 な 知 の 巨 人 、 哲 学 、 経 済 学 者 で い ら っ し ゃ る 宇 沢 弘 文 先 生 の

「社 会的 共通資 本」 、 これを 読ま せて いただ いて 、まさ に混 迷す

る今 こそ 、その 理念 に 注目す る価 値が あると 感じ ており ます 。そ

の中 で、 第２章 に農 業 と農村 の内 容が 述べら れて おりま した 。市

長は 、以 前の議 会の 議 員の質 問の とき 、宇沢 先生 の社会 的共 通資

本に 関す る見識 を述 べ ておら れた とい うふう に記 憶して おり ます

ので 、社 会的共 通資 本 の中に おけ る農 業に関 して 、でき れば 、市

長の見解、見識をお伺いしたいと思います。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ の宇 沢 先生の 著書 、社 会的共 通資 本に関 する 著書

がご ざい ますけ れど も 、そこ にお ける 農業に つい てでご ざい ます。

自然 と共 存をし なが ら 、人間 の生 存に 欠くこ とが できな い食 料を

生産 し、 自然環 境を 保 全する 基本 的な 特徴を 有し ている とい うふ

うに 農業 のこと を表 現 をして いら っし ゃいま す。 また、 資本 主義

によ る競 争には そぐ わ ないと いう こと で、農 業で はなく 、農 の営

みと すべ きとい う話 も 書いて ござ いま す。今 、本 市にお きま して

も農 業の 分野に おい て 、様々 な政 策を 行って おり ます。 特に 生産

性の 向上 という もの に ついて は、 今後 の農業 の持 続可能 な対 策と

いう こと で、大 変重 要 視をし なが ら進 めてい るわ けでご ざい ます

けれ ども 、自然 との 調 和、そ うし たも のを図 りな がら、 本市 の農

業振 興を これか らも 努 力をし てい きた いと、 その ように 考え てお

ります。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 この社 会的 共通資 本の 中に、

自然 環境 、大気 、海 洋 、森林 、河 川、 水、土 壌と いった 自然 環境、



そし て社 会的イ ンフ ラ ストラ クチ ャー 、これ は道 路、交 通機 関、

上下 水道 、電力 、ガ ス などの 社会 的イ ンフラ スト ラクチ ャー 、そ

して 、制 度資本 、教 育 、医療 、司 法、 金融、 文化 などの 制度 資本、

この ３つ のカテ ゴリ ー がある と述 べら れてお りま す。こ れは 、２

００ ０年 に出版 され た ものを 私目 にし たんで すけ れども 、高 度経

済成 長期 を通じ て、 農 業と工 業の 間の 格差は 拡大 し続け 、日 本の

農業 は存 続その もの が 危ぶま れる 最大 の危機 と言 える。 大気 、海

洋、 森林 、河川 、水 、 土壌な どの 自然 環境の 汚染 や環境 破壊 も深

刻な 状態 ですと 、こ の 当時、 宇沢 先生 が述べ てい らっし ゃい ます。

こ こで 、自然 環境 に 関して 質問 させ ていた だき ます。 まず 、森

林に つい てです 。森 林 が持つ 公益 的機 能につ いて お伺い いた しま

す。

○稲田議長 赤井農林水産振興局長。

○赤 井農 林水産 振興 局 長 森 林が 持つ 公益的 機能 につい てで ござ

いま すが 、豊か な水 資 源や木 材の 産出 機能、 生物 多様性 の保 全や

土壌 保全 、防砂 、防 風 のため の快 適な 生活環 境保 全に資 する 環境

保全 機能 、憩い や学 び 、美的 景観 から 来る文 化、 保健機 能が ある

と考えております。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 改 めて 森 林の持 つ公 益的 機能が 本当 にすば らし いも

のだ と思 います 。ま ず 、森林 は生 命に 不可欠 な水 を蓄え 、ゆ っく

りと 時間 をかけ て水 質 を浄化 し、 また 生物の 生息 の場で あり 、生

物の 多様 性を維 持す る と。そ して 、森 林は土 壌に 根を張 り、 土砂

災害 等を 防ぐと いう 、 そうい う内 容も 述べて らっ しゃい ます し、

また 大き なポイ ント は 、森林 の木 々が 大気中 の二 酸化炭 素を 吸収



し、 温室 効果ガ スの 吸 収源と して の大 きな役 割を 担って いる とい

う点 だと 思いま す。 森 林の持 つ機 能を 貨幣換 算す ると、 森林 の評

価額 は年 間で約 ７０ 兆 円とい う数 字も 出てい るよ うでご ざい ます。

そ こで 、本市 に対 し てのち ょっ と質 問をさ せて いただ きま す。

本市 の森 林の面 積は ど れぐら いで しょ うか。 また 、本市 にお ける

森林の保全のための林業の実情と課題をお伺いいたします。

○稲田議長 赤井農林水産振興局長。

○赤 井農 林水産 振興 局 長 本 市の 森林 の面積 と林 業の実 情と 課題

につ いて でござ いま す が、本 市の 森林 の面積 は 2,７ ７ ８ ヘ ク タ ー

ルでございます。

森 林保 全のた めの 実 情と課 題に つい てでご ざい ますが 、本 市の

実情 につ きまし ては 、 大きく 海岸 付近 と山側 付近 に分か れて おり

まし て、 木を植 えて か ら切る まで の作 業を、 その 時々に 必要 な病

害虫 駆除 や間伐 等を 行 ってい ると ころ でござ いま す。課 題と いた

しま して は、海 岸付 近 の森林 は松 くい 虫の被 害が 依然と して 多く、

現状 の駆 除作業 のみ で は追い つい てい かない のが 状況で ござ いま

す。 山側 付近に つき ま しては 、病 害虫 による 被害 が比較 的抑 えら

れて おり ますが 、採 算 制が低 い森 林が 多く、 長く 森林保 全の ため

の間 伐等 の作業 が及 ん でいな い場 所が 増えて おり ます。 所有 者の

方で すら 、森林 の存 在 場所が 不明 確で ありま す。 間伐等 の作 業が

困難 で放 置され てい る ため、 森林 組合 等の森 林事 業者と 市が 連携

して 、行 政主導 の間 伐 等の作 業を 行う ことが 必要 である と考 えて

おるところです。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 本 当に 今 、農業 、林 業等 々、大 きな 課題を 抱え てい



ると いう ことを 改め て 教えて いた だき ました 。こ の林業 とい う問

題は 、地 球温暖 化対 策 という 点で も大 きな力 を発 揮しま すの で、

そう いう 面では 、再 生 可能エ ネル ギー という こと で、ソ ーラ ーパ

ネル 、メ ガソー ラー パ ネルで すね 、ま た風力 発電 、この 設置 とこ

の森 林の 保全と いう の は、本 当に 調和 、バラ ンス を考え てい ただ

きた いと いうふ うに 考 えてお りま す。 ちなみ に安 来市で 計画 され

てた 風力 発電事 業は 断 念する とい う報 道が先 日な されま した 。そ

の理 由と しては 、保 全 や災害 防止 など 、森林 の多 面的機 能の 低下

につながるということで断念したという報道が届いております。

次 に、 水につ いて 質 問した いと 思い ます。 私た ち、昔 は水 はた

だで 飲め るとい う感 覚 ですけ ど、 今や 自動販 売機 や、ま た水 のボ

トル を買 ったり 、家 庭 にミネ ラル ウオ ーター を取 り付け たり とい

う、 そう いう時 代に な ってき まし た。 まさに 水が 社会的 共通 資本

の象 徴で あると 言わ れ てる証 拠で ござ います 。こ れも一 つの 報道

です けど も、最 近の 子 どもた ちは 水を 飲まな い、 飲めな い子 ども

が増 えて いると いう 報 道も聞 いて おり ます。 本市 におけ る児 童生

徒のこの問題の実情をお伺いいたします。

○稲田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 本 市に おけま す、 例えば 水を 飲ま

ない 、飲 めない 子ど も が増え てる んじ ゃない かと いった よう な問

題の 実情 につい ての お 尋ねで ござ いま すけれ ども 、本市 の学 校に

おき まし ては、 児童 生 徒に対 しま して 、夏の 暑い 時期に は、 熱中

症予 防の ため、 水分 補 給を積 極的 に行 うよう に指 導して おり ます

が、 水が 飲めな いと い う困り 感を 訴え る児童 生徒 につい ては 把握

はしていないところでございます。



○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 こ の質 問 はちょ っと 具体 的にア ンケ ート調 査を して

みないと、実態は分からないかと、また改めて思いました。

次 、大 山の名 水と 言 われる よう に、 水は命 を育 む貴い もの だと

いう ふう にまた 感じ て おりま す。 １９ ７０年 に山 本七平 とい う、

ペ ン ネ ー ム が イ ザ ヤ ・ ベ ン ダ サ ン 、 こ の 方 が 「 日 本 人 と ユ ダ ヤ

人」 とい う本を 出さ れ まして 、３ ００ 万部を 超え る大ベ スト セラ

ーと なっ たと記 憶し て おりま す。 この ことを 知っ てる方 は、 皆さ

ん若 いの で御存 じな い かもし れま せん けども 、そ の中で 、日 本人

は水 と安 全はた だだ と 思って ると いう ふうに 当時 、述べ られ てい

ます けれ ども、 今や 、 まさに 水も 安全 もただ では ないと 分か る時

代に来たなということを改めて感じました。

そ こで 、ちょ っと 質 問をさ せて いた だきま すけ れども 、白 鳳の

里、 淀江 ゆめ温 泉の 大 山名水 トラ フグ 料理、 これ が話題 にな って

おり ます 。一般 の水 道 の水で すね 、飲 用する 水と この名 水と 言わ

れる この 水の違 いと い います か、 それ につい てち ょっと 内容 を教

えてくださいませ。

○稲田議長 中久喜淀江支所長。

○中 久喜 淀江支 所長 一般の 水道 水と 淀江の 名水 につい てで ござ

いま すけ れども 、淀 江 地域に は、 大山 山麓に 数々 の泉が 点在 して

おり まし て、名 水と し て知ら れて おり ます。 全国 的に一 般の 水道

水は 川や ダム、 地下 水 の水を 利用 し、 提供し てお ります けれ ども、

淀江 の名 水は大 山の 山 懐に蓄 えら れた 伏流水 、湧 水でご ざい ます。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 じ ゃあ 、 次に、 土壌 につ いて質 問い たしま す。 自然



環境 の中 で土壌 のよ し 悪し、 これ で作 物の栄 養や おいし さが 違っ

てき ます 。国連 食糧 農 業機関 、Ｆ ＡＯ により ます と、食 料生 産に

欠か せな い地球 上に お ける土 壌の ３３ ％が既 に劣 化して おり 、２

０５ ０年 までに ９０ ％ 以上の 土壌 が劣 化する 可能 性があ ると 訴え

ております。そこで、土壌の劣化の原因等をお伺いいたします。

○稲田議長 赤井農林水産振興局長。

○赤 井農 林水産 振興 局 長 土 壌の 劣化 の原因 につ いてで ござ いま

すが 、原 因の一 つと し てでご ざい ます 。長期 間の 化学肥 料や 農薬

の使 用、 また連 作と い ったも のが 土壌 が劣化 する 原因で はな いか

と考えているところでございます。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 次 に移 り たいと 思い ます 。次に 、み どりの 食料 シス

テム戦略についてお伺いいたします。

国 は、 ２０２ １年 に みどり の食 料シ ステム 戦略 を策定 し、 ２０

５０ 年ま でに２ ５％ ま で拡大 する こと を目標 に掲 げてお りま す。

２０ ２１ 年、現 時点 で 僅か 0.６ ％ に と ど ま っ て お り ま す 。 農 薬 や

化学 肥料 の削減 と有 機 農業の 拡大 を目 標とし て、 国も取 り組 んで

おります。

そ こで 、具体 的に 国 の有機 農業 、オ ーガニ ック 給食な どに 対し

ての国の支援があるかないかをお伺いいたします。

○稲田議長 赤井農林水産振興局長。

○赤 井農 林水産 振興 局 長 具 体的 に国 の有機 農業 、オー ガニ ック

給食 など に対し ての 支 援につ いて でご ざいま す。 農業者 の団 体が、

化学 肥料 、化学 合成 農 薬を原 則５ 割以 上低減 する 取組と 併せ て、

地球 温暖 化防止 や生 物 多様性 保全 に効 果の高 い営 農活動 に対 して



支援 する もので 、環 境 保全型 農業 直接 支援対 策事 業を行 って おり

ます。

ま た、 みどり の食 料 システ ム戦 略に おいて は、 オーガ ニッ ク給

食に 対し ての直 接的 な 支援に つい ては 、現在 のと ころご ざい ませ

ん。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 そ れで は 、全国 農業 新聞 、２月 ２日 に出さ れた ちょ

っと 新聞 の記事 を御 紹 介した いと 思い ます。 ちょ っと、 すみ ませ

ん、 新聞 記事で すの で 、読み づら いか と思い ます けど、 タイ トル

が有 機米 拡大、 学校 給 食に活 路と いう ことで 、地 域一帯 の取 組で

有機 農業 推進と いう こ とで、 全国 農業 新聞に 記事 が１面 で取 り上

げられております。

こ こで 、千葉 県い す み市、 先回 、私 の質問 でも 取り上 げま した

けれ ども 、この 千葉 県 のいす み市 がこ の有機 米と 学校給 食、 これ

をタ ッグ 組んで 取り 組 んでい ると いう ことで はモ デル的 なと ころ、

自治 体と いうこ とで 、 全国か ら視 察に 来てる とい うふう に聞 いて

おり ます 。そこ で、 こ のいす み市 の取 組は、 まず 有機米 の生 産が

始ま った のは１ ３年 、 当時、 有機 米の 生産者 は１ 人もお らず 、ま

さに ゼロ からの スタ ー トだっ たと 、こ こから 始ま ってま す。 そし

て、 年々 、栽培 面積 が 拡大さ れ、 今年 は２９ 人の 生産者 が合 わせ

て３ ８ヘ クター ルの 水 田で有 機米 を生 産、そ の生 産量は およ そ１

２０ トン に及ぶ と。 生 産量が 伸び た要 因の一 つが 学校給 食へ の提

供を 始め たこと だと 述 べられ てお りま す。す なわ ち、売 り先 の確

保が この 有機米 の、 ま たオー ガニ ック 農業の 課題 なんで すけ れど

も、 売り 先の確 保が 課 題とな りや すい んです けど も、学 校給 食と



いう 確実 な販路 をつ く ったこ とで 、生 産に踏 み切 る農家 が増 えて

きたということでございます。

そ こで 、お伺 いい た します 。本 市に おける この ような 国の 有機

米及 びオ ーガニ ック 給 食に対 する 支援 を受け てい る農家 が何 件あ

るか、その内容と併せてお伺いいたします。

○稲田議長 赤井農林水産振興局長。

○赤 井農 林水産 振興 局 長 こ の支 援政 策を受 けて いる農 家の 件数

につ いて でござ いま す が、現 在、 本市 におき まし ては２ 件お られ

るこ とを 把握し てお り ます。 また 、支 援施策 とし ては、 環境 保全

型農 業直 接支払 交付 金 で１０ アー ル当 たり１ 万 2,０ ０ ０ 円 の 補 助

金をお出ししているところでございます。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 次 に、 有 機米と 協生 農法 につい てお 伺いい たし ます。

現在 の学 校給食 にお い て、本 市が 助成 してい る予 算はど れぐ らい

かをお伺いいたします。

○稲田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 本 市が 助成し てお ります 予算 額に

つい ての お尋ね でご ざ います が、 令和 ５年度 予算 におき まし ては、

まず 物価 高騰対 策と い うこと で 3,８ ０ ０ 万 円 、 そ れ か ら 地 元 食 材

を 使 用し た学校 給食 メ ニュー の提 供に 対する 助成 として 約 1,０ ０

０万円弱を予算計上しているところでございます。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 例 えば 、 近くの 兵庫 県豊 岡市、 ここ では但 馬産 コシ

ヒカ リ、 有機Ｊ ＡＳ 、 コウノ トリ 育む お米、 これ 無農薬 、こ れが

オー ガニ ック玄 米で 、 １０キ ロが 送料 無料で 約１ 万円だ とい うこ



とで 聞い ており ます 。 学校給 食に 週１ 回、ま ずス タート とし て週

１回 の給 食に有 機米 を 使用し たと きに 、仮に 有機 米の価 格、 １０

キロ 、１ 万円と して 、 食材購 入費 がど れぐら い増 加され るか をお

伺いいたします。

○稲田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 学 校給 食で週 １回 有機米 を使 用し

た場 合に おきま す増 加 する食 材の 購入 費につ いて のお尋 ねで ござ

いま すが 、現在 、米 子 産の星 空舞 を使 用して おり ますが 、そ こと

の比 較で お答え させ て いただ きま すが 、議員 おっ しゃい ます とお

り、 １０ キロ、 １万 円 の有機 米を 週１ 回使用 する ことに した 場合、

年４ ０回 実施す ると 仮 定して 、試 算い たしま すと 、年間 で食 材購

入費が 3,０００万円程度増加する見込みとなってございます。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 こ の豊 岡 市は、 消滅 しか けたコ ウノ トリの 復活 のた

めに 、農 協と農 家の 協 力と理 解に よっ て、無 農薬 の米づ くり をし

て、 見事 にコウ ノト リ が復活 し、 無農 薬でで きた 米だと いう こと

でブ ラン ド米と して 全 国的に 評価 を受 けてる とい うふう に聞 いて

おります。

そ れと 、海外 の動 き としま して は、 アメリ カの 農業は 、イ メー

ジと して は大型 機械 を 使った 大規 模農 業、そ こで 農薬を 使っ て大

量生 産と いいま すか 、 大量に 栽培 する という ふう なのが イメ ージ

であ りま すけど も、 今 はこの 農作 物、 ほとん ど日 本など の海 外の

輸出 用に なって おり ま す。ア メリ カの 方は多 くは そうい った 農産

物を 食べ ていな いと 。 今は、 アメ リカ は、欧 米も 含めて 、有 機農

業、 オー ガニッ ク農 業 に向か って いる と聞い てお ります 。ア メリ



カの 場合 、これ をリ ジ ェネラ ティ ブ農 業と、 日本 語で言 えば 、環

境再 生型 農業と いう こ とで、 耕さ ない 、農薬 や化 学肥料 を使 わな

い農 業に 移行し てお り ます。 アメ リカ は、ア メリ カ農務 省、 ＵＳ

ＤＡ の報 告によ ると 、 この１ ０年 間で 、この オー ガニッ ク食 品、

これが 5.３倍に伸びてるというふうに聞いております。

そ こで 、浦林 教育 長 にお伺 いい たし ます。 多様 性を基 本と した

協生 農法 、これ が江 府 町、ガ イナ ーレ 鳥取の グラ ウンド の横 の空

き地 、そ して北 斗中 学 校の授 業の 一環 として この 協生農 法が 実施

され てお ると聞 いて お ります 。食 育と いう面 でも 具体的 に畑 々を

耕し 、種 をまき 、水 を 与えと いう 農作 物栽培 を少 しでも 体験 する

と、 農業 の大変 さを 実 感し、 食に 対す る感謝 が生 まれて くる と思

いま す。 そこで 、児 童 生徒が 学校 教育 の一環 とし てこう いっ た農

業体 験、 こうい った こ とをさ れる こと に関す る指 導があ るの かな

いのかお伺いいたします。

○稲田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 協生 農 法と有 機米 につ いての お尋 ねでご ざい ます。

本市 の学 校にお きま し ても、 総合 的な 学習の 時間 などに 農作 物の

栽培 、収 穫など に関 わ る体験 活動 を実 施して いる ところ でご ざい

ます 。協 生農法 に限 ら ず、食 に関 する 体験を 学校 の授業 の中 で、

各学 校の 状況や 地域 の 特性に 合わ せて 取り組 むと いうこ とは 、私

自身 もや ってお りま し たけれ ども 、児 童生徒 の教 育に資 する もの

というふうに考えております。

有 機米 につき まし て は、そ の利 点に ついて 、議 員が今 、お っし

ゃっ たよ うに一 定の 評 価があ ると いう ことは 認識 をして おり ます。

しか しな がら、 現在 、 学校給 食で 使用 してい るお 米は、 学校 給食



衛生 管理 基準と いう も のを満 たし たも のでご ざい ます。 安心 ・安

全な もの でござ いま す 。有機 米を 使う という こと になり ます と、

価格 が高 騰する とい う ことが 予想 され ますこ とや 米子市 は非 常に

食数 も多 うござ いま す ので、 そう いっ たもの を安 定的に 確保 する

とい う、 そうい った 課 題があ ると いう ふうに 思っ ており ます ので、

現時 点に おきま して は 、有機 米を 学校 給食に 導入 すると いう こと

は難しいというふうに考えております。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 最後に 、市 長にお 伺い いた

しま す。 米子市 の小 学 校、中 学校 、高 校など のど の校歌 にも 大山

とい う歌 詞が入 って お ります 。大 山を 遠くか ら眺 めるだ けで はな

く、 宇沢 先生の 社会 的 共通資 本で 言っ てる大 気、 海洋、 森林 、河

川、 水、 土壌な ど、 自 然環境 の視 点か ら大山 とい う自然 環境 の資

本を もっ と積極 的に 生 かす医 療、 食、 農業と 大山 の恵み 、こ のバ

ランスのある都市づくりに対する御見解をお伺いいたします。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員御 指 摘のと おり 、本 市は大 山の 麓に、 日本 海と

中海 に囲 まれた 自然 豊 かなま ちで ござ います 。お いしい 水や 農作

物や 新鮮 な魚介 類な ど 、食の 面に おき まして も、 自然の 豊か さを

日常 的に 享受で きて お りまし て、 また 鳥取大 学医 学部並 びに 附属

病院 を中 心とし まし て 、充実 した 医療 圏が形 成を されて おり ます。

こう した 恵まれ た環 境 を、と もす れば 当たり 前の ように 思っ てし

まう 側面 もござ いま す ので、 適切 な形 でこう した よい点 をＰ Ｒし

てい く必 要があ ると い うふう に思 って おりま すし 、その こと によ

りま して 、多く の人 々 に本市 が誇 る社 会的共 通資 本、こ れを 具体



的に 認識 をして いた だ きまし て、 また 五感で 感じ てもら える よう

にしていきたいと考えております。

○稲田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 最後に 、農 が変わ れば 、食

が変 わり ます。 食が 変 われば 、子 ども たちが 心身 ともに 元気 にな

り、 医療 の中身 が変 わ り、医 療の 軽減 につな がる と思い ます 。ぜ

ひ御努力をお願いいたします。ありがとうございました。


